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第 １ 章  総   則 
 

第 １ 節  一般共通事項 

 

１・１・１ 本工事は、この仕様書、設計書及び図面にもとづき海津市（以下市という）

工事施工規則その他当該規則に準じ、海津市水道施設更新工事に係るものである。 

１・１・２ 受注者は、本工事設計図書に明記してないものでも本設備の目的、機能、保

安、及び法規上必要なものは、すべて受注者の負担で整備すること。 

１・１・３ 受注者は、本工事設計図書に疑義が生じた場合は、市職員、監督員と速やか

に協議し、適切な処理を行わなければならない。 

１．１・４ 受注者は、水道施設に係わる技術並びに機械、電気、計装設備に係わる技術

を十分に習得した技術者を主任技術者および現場代理人と定め、現場に常駐するこ

とを義務づける。なお、これら技術者が不適と市が判断した場合は、直ちに変更す

ること。 

１・１・５ 受注者は、工事期間中に当市の構造物を損傷、あるいは汚染したとき速やか

に復旧または弁償しなければならない。 

１・１・６ 受注者は工事期間中、あるいは完成後も本工事に起因すると判定される第三

者損傷はすべて受注者の責任で速やかに対処しなければならない。これに要因する

費用はすべて受注者の負担とする。 

１．１．７ 工事竣工引渡しまでの機器類一切の納品物品の保管・管理責任は、すべて受

注者にある。但し、天災地変の不可抗力の災害と判断される場合は別途協議する。 

１・１・８ 本工事に係わる官公庁手続業務代行を受注者は一切行う。 

 

第 ２ 節  材   料 

 

１・２・１ 本工事において使用する機械品、電気品、資材類はすべて各規格に適合する

ものでなければならない。また、発注年度又は施工年度製造品を使用しなければな

らない。 

     （１） 日本産業規格 （ＪＩＳ） 

     （２） 電気規格調査会標準規格 （ＪＥＣ） 

     （３） 日本電機工業会標準規格 （ＪＥＭ） 

     （４） ＮＴＴ仕様 

     （５） 電気設備技術基準 （通産省令） 

    （６） 内線規定 （電気技術基準調査委員会編） 

     （７） 電気設備工事共通仕様書 （営繕協会編） 



 

 

2 

 

     （８） 日本水道協会規格 

     （９） 労働安全衛生諸規格 

     （10）  その他関係基準 

 

１・２・２ 上記基準に該当しない機器、資材等を使用する場合は、見本を提出し、検査

して承認を得たものを使用すること。 

    材料検査、工場試験等に要する費用はすべて受注者の負担とする。 

  

第 ３ 節  試験検査および試運転 

 

１・３・１ 使用する機器類は、製作完了後製造工場で規定の社内検査を行う。 

    その後必要に応じて工場立会検査を行うが、これについては別途指示する。 

１・３・２ 使用する機器類は工場試験および立会試験に合格したものは検査合格証とと

もに現場に搬入し、据付けを行う。 

１・３・３ 納入機器の据付完了後は、直ちに現地調整を行い、各端末機器テストおよび

総合組合せテストを行う。これらのテストが完了後、現場立会い検査、官公庁立会

検査を受け、これらのテストに合格したものを最終仕上げし、引渡しすること。 

１・３・４ 受注者は試験検査および試運転に一切の費用を負担するものとする。 

 

第 ４ 節  据付配線配管工事 

 

１・４・１ 現場に搬入された機器類は、据付承認図に基づいて所定の位置に据付け、配

線、配管工事を行うこと。 

１・４・２ 機器類の据付けは、耐震性能を十分考慮しなければならない。 

   機器類の据付け位置は取扱い、維持管理等の都合で現地にて変更することもあるが

これに要する費用を市は負担しない。 

１・４・３ 工事期間中、隣接建物、道路、フェンス等に損傷を与えないよう十分養生し

なければならないが、もし発生したときは速やかに対処すること。 

１・４・４ 工事写真は、管類は１口ごと、電線類は１ケ所ごとにそれぞれ判別ができる

ように入念に黒板を入れて撮影し、整理すること。 

   機器類の据付けに対しても同様とする。 

 

第 ５ 節  塗   装 

１・５・１ 納入機器はコンクリ－トの中に埋め込むもの以外はすべて塗装または被覆す

ること。但し、ステンレス、塩ビ製品は無塗装とする。  
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１・５・２ 本仕様書中に指定しているもの以外は、ＪＩＳに規定する塗料で、下地処理

後、下、中、上塗を施す。上塗は２回とし、指定する場合を除き、工場標準色とす

る。浸水部は耐腐食性の樹脂系塗料とする。 

１・５・３ 納入機器は据付、現場試験等すべて完了後補修塗装を行う。 

   なお現場における各種塗料の保管、特に可燃性のあるものについては特に注意する

こと。 

１・５・４ 現場塗装およびタッチアップ完了後、市の指示に従い、文字書きを行い、メ

ンテナンス上の利便性を配慮する。 

 

第 ６ 節  雑   則 

 

１・６・１ 受注者は下記の図書を提出するものとする。 

       契 約 書                      １部 

    受注内訳書                     １部     

工事工程表                     １部     

主任技術者及び現場代理人届 （経歴書添付）     １部     

着工届                       １部     

製作組立、据付等承認図及び決定図          １部     

完成届及び引渡し書                 １部     

打合せ議事録                    １部     

竣工図書                      ３部     

(竣工図、工場及び現場試験成績表、各種検査合格証、取扱説明書、 

保安要項書を製本する) 

       工事写真（カラ－写真をアルバムに整理する。）    １部      

       その他市の指定する図書               １式 

１・６・２ 受注者は、契約業務が完了後、直ちに市、監督員と詳細仕様の打合せを行 

   い、細部決定し工事の進捗を促さなければならない。 

１・６・３ 受注者は工期を遵守し、いかなる場合も遅延してはならない。 

   天災、地変その他受注者の責を帰することができないと市が判断した場合を除い

て、すべて受注者が責任をとる。 

１・６・４ 受注者が納入した機器が商用運転開始後２年以内に発生した事故、欠陥は、

市の判断に従い無償にて新品と取替え、または補修するものとする。 
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第 ２ 章  計 画 概 要 
 

第 １ 節  概   要 

   

 本工事は、水道施設の機械・電気計装設備の更新または整備工事である。 

その主なる工事は次のとおりである。 

 

   （１）海津北部浄水場更新工事 

     １）急速ろ過機弁類更新工事     １式 

     ２）Ｎｏ．１ろ過揚水ポンプ更新工事    １式 

３）急速ろ過機廻りエア配管修繕工事    １式 

 

   （２）海津南部浄水場更新工事 

     １）ろ過機操作盤更新工事     １式 

     ２）コンプレッサードライヤ更新工事    １式 

     ３）ガスタービン発電設備修繕工事    １式 

 

   （３）平田第２水源地更新工事 

     １）計装盤改造工事          １式 

     ２）配水池投込式水位計更新工事     １式 

 

   （４）南濃北部増圧ポンプ場更新工事 

     １）配水圧力伝送器（一次・二次）更新工事   １式 

     ２）配水流量計更新工事      １式 

 

   （５）南濃藤沢浄水場更新工事 

     １）空調機設置工事        １式 

     ２）無停電電源装置更新工事     １式 

 

   （６）南濃太田配水池更新工事 

     １）ろ過機揚水ポンプ更新工事     １式 

     ２）テレメータ計装盤改造工事       １式 

 

   （７）南濃徳田水源地更新工事 

     １）無停電電源装置更新工事     １式 
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   （８）南濃庭田増圧ポンプ場更新工事 

     １）非常用発電機蓄電池更新工事     １式 

 

   （９）南濃田鶴水源地更新工事 

     １）無停電電源装置更新工事     １式 

 

 （１０）長寿の里増圧ポンプ場更新工事  

     １）増圧ポンプ更新工事         １式 
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第 ３ 章  海津北部浄水場更新工事仕様 

第 １ 節  急速ろ過機弁類更新工事仕様 

 

３・１・１ 概  要 

既設と同様の諸元により急速ろ過機原水弁(No.1～No.4)・排水弁(No.1,3,4)・捨 

水弁(No.1,3,4)・浄水弁(No.1)・逆洗弁(N0.1～4) ・表洗弁(NO.3)、及び電磁弁 

箱内パワードライヤー取付をおこなうものである。また電磁弁箱にパワードライ 

ヤー、コンプレッサー周りにエアドライヤ、及びエレクトロトラップを取り付け 

ることで機能性の向上を図るものである。 

 

３・１・２ 表洗弁(No.3)形式及び仕様 

形   式         空気圧操作式バタフライ弁 

    口   径         φ１２５ｍｍ（ＪＩＳ Ｂ ２００２） 

    数   量         １ 台 

    常 用 圧 力         ０．４ＭＰａ 

    フランジ規格         ＪＩＳ１０Ｋ（ウェハー形） 

    操 作 機         複作動型 

    材   質         弁箱：ＡＤＣ１２ 

弁棒：ＳＵＳ４１０ 

ゴムシート：ＥＰＤＭ 

３・１・３ 原水弁(No.1～4)・捨水弁(No.1,3,4)・浄水弁(No.1)形式及び仕様 

形   式         空気圧操作式バタフライ弁 

    口   径         φ１５０ｍｍ（ＪＩＳ Ｂ ２００２） 

    数   量         ８ 台 

    常 用 圧 力         ０．４ＭＰａ 

    フランジ規格         ＪＩＳ１０Ｋ（ウェハー形） 

    操 作 機         複作動型 

    材   質         弁箱：ＡＤＣ１２ 

弁棒：ＳＵＳ４１０ 

ゴムシート：ＥＰＤＭ 

３・１・４排水弁(No.1,3,4)・逆洗弁(No.1～4)形式及び仕様 

形   式         空気圧操作式バタフライ弁 

    口   径         φ２５０ｍｍ（ＪＩＳ Ｂ ２００２） 

    数   量         ７ 台 

    常 用 圧 力         ０．４ＭＰａ 
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    フランジ規格         ＪＩＳ１０Ｋ（ウェハー形） 

    操 作 機         複作動型 

    材   質         弁箱：ＡＤＣ１２ 

弁棒：ＳＵＳ４１０ 

ゴムシート：ＥＰＤＭ 

ゴムシート：ＥＰＤＭ 

３・１・５パワードライヤ形式及び仕様 

形   式         パワードライヤーＤＰ－３００ＮＤ 

使用可能流体    圧縮空気 

処理空気量    ３００Ｌ/ｍｉｎ～３６０Ｌ/ｍｉｎ 

使用圧力範囲    ０．１Ｍｐａ～１．０Ｍｐａ 

入気温度範囲    ６０℃以下 

水分除去効率    ９９．９０％ 

固形物ろ過度/捕集効率  １μｍ/９７．８％ 

露点降下    最大３℃（圧力下） 

圧力損失（ＭＰａ）   ０．７％以下 

空気出入口接続口径   １／２ＰＴ 

ドレン口接続口径   １／２ＰＴ 

標準装備品    オートドレン標準装備 

３・１・６エアドライヤー形式及び仕様 

形   式         エアードライヤーＨＤＮ－８ＢＦ 

電   源    単相１００Ｖ 

電   流    １．９/１．８・１．８Ａ 

処理空気量    ２８０/３３０Ｌ/ｍｉｎ 

圧縮空気入口最高圧力  ０．９３ＭＰａ 

圧縮空気入口最高温度  ５５℃ 

周 囲 温 度    ５－４０℃ 

 出口空気の露点   圧力下１０℃以下 

 空気出入口配管口径   Ｒ１／２ 

 寸   法    １８０×４５０×４８０ｍｍ 

３・１・７エレクトロトラップ形式及び仕様 

形   式         オートエアートラップＰ１－１ＨＥ 

定格電流    ０．２４Ａ 

結線方法    圧力スイッチ２次側以降 

     マグネットスイッチ２次側 
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作  動    コンプレッサーモーターが起動するごと 

に、約１～１３秒(可変)間ドレンを排出 

ドレン抜き方法   手動ドレン抜きバルブ 

最高使用圧力    １．５ＭＰａ 

ドレン入口口径   Ｇ１／４Ｂ 

ドレン出口口径   Ｒ１／４×φ８タケノコニップル 

外形寸法    １８２Ｈ×１００Ｗ×１４１Ｈ 

 

第 ２ 節  No.1 ろ過機揚水ポンプ更新工事仕様 

 

３・２・１ 概  要 

既設と同様の諸元により No.1 ろ過機揚水ポンプを取替え、ろ過系統の信頼性の 

向上を図るものである。 

３・２・２ ろ過機揚水ポンプ形式及び仕様 

形   式          水中渦巻ポンプ 

口   径          φ１２５ｍｍ 

数   量          １ 台 

揚 水 量          １．９５ｍ３/min 

全 揚 程          ２７ｍ 以上 

回 転 数          ３６００min―１（同期） 

３・２・３ 電動機形式及び仕様 

形   式          水中キャンドモータ 

台   数          １ 台 

出   力          １５ｋＷ 

電   圧          ３φ、２００Ｖ 

周 波 数          ６０Ｈｚ 

極   数          ２ 極 

定   格          連 続 

３・２・４ ろ過機揚水ポンプ構造 

構造・製作仕様はメーカー標準とする。 

３・２・５ ろ過機揚水ポンプ主要部材質 

    ケ ー シ ン グ                    ＦＣ２００ 

    羽 根 車                    ＣＡＣ４０６ 

    ポ ン プ 軸                    ＳＵＳ４２０Ｊ２ 

３・２・６ ろ過機揚水ポンプ付属品 



 

 

9 

 

    水中ケーブル   ３０ｍ           １式     

    その他必要なもの               １式 

 

 

第 ４ 章  海津南部浄水場更新工事仕様 
 

第 １ 節  ろ過機操作盤更新工事仕様 

 

４・１・１ 概  要 

経年劣化が考えられるため、既設と同様の諸元によりろ過機操作盤を取替えるも 

のとする。ただし、シーケンスコントローラについては令和６年度に更新(本設ラ 

ック内)したためこれを除くものとする。 

また、シーケンスコントローラについてはろ過機操作盤に移設するものとする。 

４・１・２ ろ過機操作盤形式及び仕様 

形   式     屋内鋼板製自立形 

    寸 法     W1200×H2300×D1000 程度 

    盤面取付品 

     名称銘板              １式 

     電圧計               １式 

     電流計               １式 

     集合表示灯             １式 

     切替スイッチ            １式 

     操作スイッチ            １式 

     表示灯               １式 

     押釦スイッチ            １式 

 

     非常停止ボタン           １式 

     その他必要なもの          １式 

    盤内取付品 

     配線用遮断器 ５０ＡＦ ３Ｐ    １式 

     配線用遮断器 ５０ＡＦ ２Ｐ    １式 

     配線用遮断器 ３０ＡＦ ３Ｐ    １式 

     配線用遮断器 ３０ＡＦ ２Ｐ    １式 

     漏電リレー、零相変流器       １式 

     電磁接触器             １式 
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     計器用変流器            １式 

     カレントコンバータ         １式 

     単相変圧器 230V/105V 1KVA     １式 

     補助リレー             １式 

     液面リレー             １式 

     タイマーリレー           １式 

コンセント             １式 

スペースヒータ           １式 

その他必要なもの          １式 

 

第 ２ 節  コンプレッサードライヤ更新工事仕様 
 

４・２・１ 概  要 

経年劣化が考えられるため、エアドライヤーを取替えるものとする。 

４・２・２エアドライヤー形式及び仕様 

形   式         エアードライヤーＨＤＮ－８ＢＦ 

電   源    単相１００Ｖ 

電   流    １．９/１．８・１．８Ａ 

処理空気量    ２８０/３３０Ｌ/ｍｉｎ 

圧縮空気入口最高圧力  ０．９３ＭＰａ 

圧縮空気入口最高温度  ５５℃ 

周 囲 温 度    ５－４０℃ 

 出口空気の露点   圧力下１０℃以下 

 空気出入口配管口径   Ｒ１／２ 

 寸   法    １８０×４５０×４８０ｍｍ 

  

第 ３ 節  ガスタービン発電設備修繕工事仕様 
 

４・３・１ 概  要 

性能維持のため、ガスタービンエンジンのパワーセクションを更新し発電機内部

部品交換及び蓄電池を取替えるものとする。 

４・３・２ガスタービン発電機交換部品仕様 

 ＜潤滑油系統＞ 

  潤 滑 油（４０Ｌ）     １式 

  潤滑油フィルター      １個 
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  圧力スイッチ        １個 

  パッキン（インレット用）     １個 

  ミストホース      １本 

  オイルミストセパレータ     １式 

  オイルポンプ入口ストレーナ    １式 

  潤滑油ポンプ      １個 

  ゴム（Ｃカップリング）     １式 

  圧力調整弁       １個 

  温度調整弁       １個 

  フレキシブルチューブ（燃料系統含む）   １式 

 ＜燃料系統＞ 

  燃料フィルタ      １個 

  スピンフィルタ      １個 

  ＥＦＣ型フューエルコントローラー    １台 

  燃料噴射弁（パッキン含む）    １台 

  燃料ポンプ       １個 

  スターティングポンプ     １個 

  テープヒーター      １式 

  高圧ストレーナー      １個 

 ＜制御系統＞ 

  ピックアップパルサ（制御用：１個）   １個 

   ※ﾊﾟﾜｰｾｯｼｮﾝに含む（回転用：１個） 

  ＥＣＢ（ノイズフィルタ含む）    １個 

  エンジンハーネス      １式 

 ＜点火系統＞ 

  エキサイタ       １個 

  アースケーブル      １本 

 ＜始動・軸系統他＞ 

  セルモーター      １式 

  レジスタ       １式 

  カップリングラバー      １個 

  圧力計（油圧計、空気圧縮機出口圧力計）   ２個 

  油温計（パッケージ内）     ２個 

  ボルト類（燃焼筒、燃料噴射ノズル用）   １式 

  配管（燃料噴射ノズル用）     １式 
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 ＜パワーセクション系統＞ 

  クイルシャフト      １本 

  高速軸受       １個 

  ﾊﾟﾜｰｾｸｼｮﾝｵｰﾊﾞｰﾎｰﾙNEWｴﾝｼﾞﾝ(工場整備済ｴﾝｼﾞﾝ)  １式 

４・３・３蓄電池交換部品仕様 

  触媒栓式ﾍﾞﾝﾄ型焼結式ｱﾙｶﾘ蓄電池（極超急放電型） １式 

  （減液警報：電極式） 

  充電器       １式 

 

 

第 ５ 章  平田第２水源池更新工事仕様 
 

第 １ 節  計装盤改造工事仕様 
 

５・１・１ 概  要 

経年劣化が考えられるため、計装盤内主要機器を取替えるものとする。 

５・１・２ 計装電源更新 

数   量         １台 

型   式    電源ユニット 

収納場所    計装盤 

入力電源    ＡＣ１００Ｖ±１０％ ５０／６０Ｈｚ単相 

出力電圧    ＤＣ２５．８Ｖ ＋０．５－１．０％ 

５・１・３ マルチループコントローラ更新 

数   量    １台 

型   式    マルチループコントローラ 

収 納 場 所     計装盤 

入 力 信 号    ＡＣ１００～ＡＣ２４０Ｖ 又は ＤＣ２４Ｖ 

      ５０／６０Ｈｚ 

出 力 信 号    ＡＣ１００～ＡＣ２４０Ｖ 又は ＤＣ２４Ｖ 

      ５０／６０Ｈｚ 

アナログ入力信号    ７点 

デジタル入力信号    １０点 

ア ナ ロ グ 出 力 信 号    制御出力：１点、２点、４点から選択  

      補助アナログ出力：５点 

デ ジ タ ル 出 力 信 号    １０点 



 

 

13 

 

フォルト出力信号    １点 

表 示 部    カラー・グラフィック液晶表示器 

電   源    ＡＣ１００Ｖ～ＡＣ２４０Ｖ ５０／６０Ｈｚ 

     又はＤＣ２４Ｖ 

 

第 ２ 節  配水池投込式水位計更新工事仕様 

 

５・２・１ 概  要 

経年劣化が考えられるため、配水池水位計を新規に取替えるものとする。 

５・２・２ 配水池水位計形式及び仕様 

数   量    １台 

型   式    投込み式水位計 

測定範囲    ０～１０ｍ 

出力     ＤＣ４～２０ｍＡ 

供給電源    ＤＣ２４Ｖ 

材質（検出器）   受圧ダイアフラム：ＳＵＳ３１６Ｌ 

     外筒：ＳＵＳ３１６ 

     中空ケーブル：ＰＶＣまたはＰＥ被覆 

アレスタ    検出器：中継器双方にアレスタを装備 

     避雷性能：検出器１０ｋＡ 

        中継箱２５００Ａ（８／２０μｓ） 

 

 

 

 

第 ６ 章  南濃北部増圧ポンプ場更新工事仕様 
 

第 １ 節  配水圧力伝送器（一次・二次）更新工事仕様 

 

６・１・１ 概  要 

経年劣化が考えられるため配水圧力伝送器（一次・二次）の取替えを行うものと

する。 

６・１・２ 配水圧力一次圧力伝送器仕様 
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機   器         圧力伝送器 

数   量     １台 

測 定 方 式    半導体式または静電容量式 

測 定 範 囲    ０～０．８ＭＰａ 

精   度    ±０．２％ＦＳ 

電   源    ＤＣ２４Ｖ 

出 力 信 号    ４～２０ｍＡＤＣ 

取 付 方 法    パネル取付 

付 属 品     ノイズフィルタユニット 

信号用避雷器（内蔵） 

６・１・３ 二次配水圧力伝送器仕様 

機   器         圧力伝送器 

数   量     １台 

測 定 方 式    半導体式または静電容量式 

測 定 範 囲    ０～１．５ＭＰａ 

精   度    ±０．２％ＦＳ 

電   源    ＤＣ２４Ｖ 

出 力 信 号    ４～２０ｍＡＤＣ 

取 付 方 法    パネル取付 

付 属 品     ノイズフィルタユニット 

信号用避雷器（内蔵） 

 

 

第 ２ 節  配水流量計更新工事仕様 

 

６・２・１ 概  要 

    経年劣化が考えられるため、配水流量計を新規に取替えるものとする。 

６・２・２ 配水流量計検出器形式及び仕様 

機   器   電磁流量計 

口   径   ５０ｍｍ 

    数   量   １ 台                

測 定 方 式   電磁式 変換器離形          

取 付 方 式   フランジ取付（ＪＩＳ１０Ｋ） 

ケース本体   炭素鋼 

  ライニング   テフロンＰＦＡ 

  電   極   ＳＵＳ３１６Ｌ 
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  アースリング         ＳＵＳ３１６ 

６・２・３ 配水流量計変換器形式及び仕様                 

取 付 方 式         壁掛取付 

  測 定 範 囲         ０～５０㎥/h 

  精   度         ±０．５％ＦＳ（流速１ｍ／ｓ以上） 

  電   源         ＡＣ１００Ｖ ６０Ｈｚ 

  出 力 信 号         ４～２０ｍＡＤＣ 

  付  属  品         専用ケーブル（３０ｍ） 

 

 

第 ７ 章  南濃藤沢浄水場更新工事仕様 

第 １ 節  空調機設置工事 
  

７・１・１ 概  要 

海津市藤沢浄水場の 電気室の制御盤保護のため、空調機を設置するものとする。 

 

７・１・２ 空調機仕様 

 数   量  １台 

 電 源 電 圧  ３相２００Ｖ 

 冷房定格標準  冷房能力： 20kW(6.9～22.4)程度 

             消費電力： 7.93kW 程度 

           運転電流： 25.4A 程度 

           運転力率： 90% 

暖房定格標準  暖房能力： 22.4kW(5.6～27.0)程度 

           消費電力： 7.64kW 程度 

           運転電流： 24.2A 程度 

                運転力率： 91% 

最大運転電流    32.6A 

室外機電源     漏電遮断器 定格電流： 40A 程度 

          定格感度電流： 30mA 程度 

          動作時間： 0.1S 以内 

室内機電源  漏電遮断器 定格電流： 15A 程度 

              定格感度電流： 30mA 程度 

          動作時間： 0.1S 以内バッテリー仕様 
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第 ８ 章  南濃太田配水池更新工事仕様 

第 １ 節  ろ過揚水ポンプ更新工事 

  

８・１・１ 概  要 

既設と同様の諸元によりろ過揚水ポンプを取替え、ろ過系統の信頼性の向上を図る 

ものである。 

 

８・１・２ ろ過揚水ポンプ形式及び仕様 

形   式         水中渦巻ポンプ 

口   径        φ６５ｍｍ 

数   量        ２ 台 

揚 水 量        ０．５７ｍ３/min 

全 揚 程        １０ｍ 以上 

回 転 数        ３６００min―１（同期） 

８・１・３ 電動機形式及び仕様 

形   式        水封式キャンドモータ 

台   数        ２ 台 

出   力        ２．２ｋＷ 

電   圧        ３φ、２００Ｖ 

周 波 数        ６０Ｈｚ 

極   数        ２ 極 

定   格        連 続 

８・１・４ 送水ポンプ構造 

構造・製作仕様はメーカー標準とする。 

 

８・１・５ 送水ポンプ主要部材質 

    ケ ー シ ン グ                    ＳＵＳ３０４ 

    羽 根 車                    ＳＵＳ３０４ 

    ポ ン プ 軸                    ＳＵＳ４３１ 

８・１・６ 送水ポンプ付属品 

    水中ケーブル   １０ｍ           １式 

    その他必要なもの               １式 
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第 ２ 節  テレメータ計装盤改造工事 
  

８・２・１ 概  要 

既設南濃太田配水池遠方監視装置を既設南濃太田増圧ポンプ場テレメータ計装盤 

盤に移設し、既設南濃太田配水池テレメータ計装盤には新設遠方監視装置を設置 

する。また、既設南濃太田増圧ポンプ場テレメータ送信装置及び既設南濃太田配 

水池テレメータ受信装置は撤去するものとする。 

これにより南濃太田配水池及び南濃北太田増圧ポンプ場をテレメータに代わり遠 

方で監視できるものとする。 

また南濃太田増圧ポンプ場～南濃太田配水池間の制御用信号も伝送出来るものと 

する。 

 

８・２・２ 南濃太田配水池遠方監視装置取外し・新設 

１）テレメータ計装盤改造工事 

      数 量 １ 式 

      改 造 内 容 既設太田配水池遠方監視装置を撤去（再利用）し、 

 新設遠方監視装置を設置し、撤去遠方監視装置を太 

 田増圧ポンプ場に設置する。 

２）南濃太田配水池遠方監視装置形式及び仕様 

形   式 クラウド形インターネット監視装置（新設） 

入 力 点 数  デジタル ８５点 以上 

  アナログ １２点 以上 

  パルス   ４点 以上 

出 力 点 数 デジタル １０点 以上 

  アナログ  ２点 以上 

  パルス   １点 以上 

数   量 １ 台 

寸   法 既設盤内に収納できる寸法とする。 

構   造 故障の原因となるハードディスク等の駆動部分を 

 排除し、耐久性のある構造とすること。 

温湿度条件 周囲温度 ０～５０℃ 

  湿度 ８０％Rh 以下（結露なきこと） 

停 電 保 証 蓄電池により、バックアップ時間は３０分程度確保 

 すること。 

データ保管 通信回路の故障に備え子局で一時保持機能を有し、 
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 復旧後は欠損期間のデータを収集できること。 

タイマー機能 施設で発生した警報に対し、通報するまでのウエイ 

 ト時間設定機能を有すること。（秒単位で設定できる 

 ものとする） 

電源用避雷器   放電耐圧 １０００Ａ（８／２０μｓｅｃ） 

応 答 時 間 ０．１μｓｅｃ以下 

そ の 他 機能を満たすための機材一式（ケーブル等） 

 

８・２・３ 南濃太田増圧ポンプ場遠方監視装置形式及び仕様 

形   式 クラウド形インターネット監視装置（移設利用） 

入 力 点 数  デジタル  ９点 以上 

  アナログ  ２点 以上 

 パルス   １点 以上 

出 力 点 数 デジタル  ６点 以上 

 アナログ  １点 以上 

数   量 １ 台 

寸   法 既設盤内に収納できる寸法とする。 

構   造 故障の原因となるハードディスク等の駆動部分を 

 排除し、耐久性のある構造とすること。 

温湿度条件 周囲温度 ０～５０℃ 

  湿度 ８０％Rh 以下（結露なきこと） 

停 電 保 証 蓄電池により、バックアップ時間は３０分程度確保 

 すること。 

データ保管 通信回路の故障に備え子局で一時保持機能を有し、 

 復旧後は欠損期間のデータを収集できること。 

タイマー機能 施設で発生した警報に対し、通報するまでのウエイ 

 ト時間設定機能を有すること。（秒単位で設定できる 

 ものとする） 

電源用避雷器   放電耐圧 １０００Ａ（８／２０μｓｅｃ） 

応 答 時 間 ０．１μｓｅｃ以下 

そ の 他 機能を満たすための機材一式（ケーブル等） 
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第 ９ 章  機械電気計装設備据付配線配管工事 
 

第 １ 節  概   要 

 

  本工事は、すべて責任施工とし、設計図、仕様書、製作承認図、施工図ならびに市職

員、監視員の指示に基づいて遺漏のないよう入念に施工すること。 

 

第 ２ 節  仮設工事の区分 

項 目 内    容 区   分 

備 考 

種 別  市 受注者 

工事用建物 倉庫、便所、作業所 ○  協 議 

工事用電力  ○   

工 事 用 水  ○   

そ の 他   ○ 協 議 

 

 

第 ３ 節  機械電気計装品据付・配線配管工事 

 

９・３・１ 工事範囲              

  （１）記載の機器間の配管、配線工事 

  （２）官公庁申請手続業務 

  （３）その他上記の伴う諸工事 

 

 

９・３・２ 工事一般仕様 

  ＜１＞共通事項 

  （１）概  要 

    工事は関係法規に基準し、電気的、機械的に完全かつ、美麗にして耐久性に富み

保守点検が容易なように施工すること。原則として電気設備工事共通仕様（大臣官 

房官庁営繕部監修、営繕協会編）によること。 

  （２）位置の決定 

     機器の据付及び配線経路の詳細な位置の決定については、施工設計図の承認申

請書を提出の上、市職員の指示を受けること。 
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  ＜２＞施  工 

 （１）計装機器の据付 

    ａ）据付の位置、据付方法は図面によるほか、各機器の機能が十分発揮できるよ 

う据付けること。 

 

 

第 １０ 章    試     験 
 

10・１ 本設備工事に使用する機器はそれぞれの規格、基準に適合したものでなければな

らない。完成後は社内試験を行いその報告書を提出する。さらに立会試験を行う場

合がある。 

   これに要する費用は受注者の負担とする。 

 弁類は、本体及び電動機駆動部を含め、製造者の試験成績表を提出し、承認を

受けること。 

    管類は、製造者の試験成績表を提出し、承認を受けること。 

10・２ 電気品・計装機器試験 

10・２・１ 電気品・計装機器類は工場試験成績表を添付すること。 

10・２・２ 完成品検査は主として次のとおりとする。 

     （１）外観・構造検査（寸法、塗色、保安、美観、施工） 

     （２）絶縁抵抗測定試験 

     （３）回路動作、保護試験 

     （４）その他試験 

10・３ 現地試験 

すべての機器の据付完了後、現場調整を行い、外観、寸法検査、締付検査を行う。

単体試験、組合せ試験及び、本工事にて該当する箇所の総合試験を行う。 

10・４ 完成引渡し 

    すべての試験に合格後 、補修塗装、文字書、清掃を行い、完成引渡しとする。 

 

 

第 １１ 章  付     則 
 

 11・１ 設計変更 

   当市より設計変更を命じた場合、全体工事に対して軽微と判断されるものは受注金

額の変更を行わない。 
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 11・２ 保守契約 

   保証期間は２ケ年とする。 

 11・３ 納入機器の一覧表、下請負人名簿の提出と承認 

   本工事に納入する機器の一覧表を作成し、承認をうけること。また工事下請負人に

ついても同様とする。 

 

 11・４ 受注者の条件 

   受注者は昼夜の関係なく、本設備を維持管理できる組織をととのえ、機器類につい

て十分に熟知した技術と能力をもってなければならない。 

 11・５ 工事の一括外注の禁止 

   本工事はすべて責任施工とし、11・４の条件が満たされない場合又、一括外注は、

これを禁止し、不当と判断される場合は中止を命ずることがある。 

 

11・６ 部分引渡しに関する事項 

   契約書第３９条の規定に基づく指定部分及びその引渡し時期は、下表のとおりとす

る。 

指 定 部 分 引渡し時期 

海津北部浄水場更新工事 

令和９年３月２４日 

 急速ろ過機弁類更新工事 

 №.1ろ過機揚水ポンプ更新工事 

 急速ろ過機廻りエア配管修繕工事 

海津南部浄水場更新工事 

 コンプレッサードライヤ更新工事 

 ガスタービン発電設備修繕工事 

南濃藤沢浄水場更新工事 

 空調機設置工事 

 無停電電源装置更新工事 

南濃太田配水池更新工事 

 ろ過機揚水ポンプ更新工事 

南濃庭田増圧ポンプ場更新工事 

 非常用発電機蓄電池更新工事 

南濃田鶴水源地更新工事 

 無停電電源装置更新工事 

長寿の里増圧ポンプ場更新工事 

 増圧ポンプ更新工事 

 

 


